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坂田 修作 

着任のごあいさつ 

このたび、５月１日付で祖生地区の地域おこし協力隊として着任いたしました、坂田修

作と申します。2019 年に祖生へ移り住み、農林業や農家林家民宿「和樂の里」の運営に取

り組んでまいりました。再び地域づくりに携わる機会をいただき、心よりありがたく思っ

ております。 

私たちは日々の暮らしの中で、自分や家族、仕事のことで精いっぱいになりがちです。

しかし、その間にも人口減少や高齢化、担い手不足は静かに進みます。だからこそ今、祖

生で暮らす皆さんが、できる範囲で力を持ち寄り、助け合い、安心して笑顔で暮らせる未

来を一緒につくっていくことが大切だと感じています。 

私が担当する農村ＲＭＯは、農地の保全、地域資源の活用、生活の支え合いを、地域と

行政が一緒になって進めていく取組です。まずは皆さんのお話をよく伺い、祖生の良さと

課題を丁寧に整理しながら、無理なく続けられる仕組みづくりにつなげてまいります。ど

うぞよろしくお願いいたします。 
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2019 年より祖生で農林業・「和樂の

里」運営  

祖生地区の地域おこし協力隊として着任しました 

活動の様子 

 

 

打合せ、取材、道打ち、サロンなど地

域活動参加を通じて、祖生のこれから

を皆さんとともに考え、行動して参り

ます。 

これから取り組みたいこと 

・祖生の現状と課題の整理 

・担い手や協力者のつながりづくり 

・農地保全、地域資源活用、生活支援の具体化 

 
特別な誰かだけが頑張るのではなく、地域の力

を結び、少しずつ支え合える仕組みを育てていく

ことを目指します。 

 


